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開会 午後２時５８分 

 

◎開会の宣言 

○津金総務課長 

  それでは、定刻より若干早いですけれども、皆様お揃いでございますので、ただ今 

より平成２８年度第２回南牧村総合教育会議を始めさせていただきます。はじめに、 

村長よりごあいさつ申し上げます。 

 

                                      

 

  ◎村長あいさつ 

○大村村長 一段と秋も深まりまして、朝晩の寒さも身に沁みる頃になってきたわけで

すが、何かとまだ秋の採り入れなどがあって忙しい中、今日は教育委員の皆様にお越

しいただきまして、第２回目の南牧村総合教育会議ということで大変ご苦労様です。 

また、先般、今日ご出席いただいております高見澤ふみ子さん、高見澤みち子さんに

教育委員さんをお願いしたところ、快く承諾いただきまして誠にありがとうございま

す。今後ともよろしくお願いします。 

さて、村の将来を担う子ども達を健やかに育てる教育施策については、教育委員の

皆様をはじめ、教育委員会総力をあげて様々な課題に取り組んでいただいております。

村の大事な宝でもあります子ども達を育てるという、大きな目標に向かってご尽力を

いただき改めてお礼を申し上げます。 

また、このところの教職員の不祥事が目につくわけですけれども、子どもたちの心

に計り知れない影響があるものと思っています。教育委員会におかれては、先生方の

さらなる倫理意識向上、あるいは校長先生を通じてご指導されることをお願いしたい

と思います。 

また、少子化という社会現象は、我が国の経済活動から地域社会への影響、学校の

姿などあらゆるところに影響が及びます。村としましても、少しでも人口が増加する

ように、子育て支援や婚活支援など積極的に行い人口増加を図っていますけれども、

なかなか厳しい現状でございます。 

本日の総合教育会議においても、議題にあります以外にも現状の教育について学校

の状況、課題や悩みなどを皆様にご発言いただいて、今後の施策に役立てていきたい

と思いますのでよろしくお願いします。本日は大変ご苦労様です。 

                                      

 

 ◎議事 

○津金総務課長 それでは、続きまして議事に入らせていただきます。議事につきま 
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 しては、事務局の方で進行させていただくということでよろしくお願いします。それ 

では、学校づくり委員会の進行状況について、教育長から説明をお願いします。 

○井出教育長 はい。それでは、現在、村長からの諮問に応じてやっています学校づく

り委員会の進行状況について、教育次長から説明をさせていただきます。 

○井出教育次長 はい。お手元の資料にＡ４の紙一枚の学校づくり委員会の開催実績・

予定という資料をご覧いただきたいと思います。５月３０日第１回の学校づくり委員

会が発足しました。その後、学校づくり委員会の本会として第６回が１１月７日まで

開催しております。内容につきましてはご覧のとおりでございますが、第２回におい

て現状の教育課題の確認と、それから新しく制度化されました小中一貫制度の概論か

ら制度についての学びを始めました。第３回には佐久穂町の小中学校へ議会と合同で

視察を行い、９月２日にも信濃町へ視察に行きました。第４回の９月１２日には県の

教育委員会の講演がございましてこちらも議会と合同で行いました。第５回、第６回

と会議を重ねております。また、教育専門部会を別に発足いたしまして、第１回を６

月８日、以降４回まで開催をしております。教育専門部会では、まず、学校現場に携

わる者としての現状、それから今後さらに少子化が進む中での課題について検討し、

これからの望ましい教育環境の実現に向けてということで教育ヴィジョンの試案の

検討を行いました。また、この試案については１０月１１日の第５回の本委員会にお

いて部会報告ということで報告を致しました。これについては後ほど簡単に触れさせ

ていただきます。 

  これからの予定でありますが、第７回以降の記載はございません。まだ確定してい

ないわけですが、第７回の開催日を１１月２１日の午後７時からということで予定し

ています。今後の内容ですが、本日このあと学校づくり委員会の委員長を含め懇談会

がありますが、そちらの報告やＰＴＡ会長他から保護者の意見を聞くということでア

ンケートについての提案がされていますので、そちらについて検討されるものと思っ

ております。アンケートを実施するとなると若干答申まで遅れるわけでございますが、

平成２９年１月中には何とか答申書が出せるのではないかという状況と考えていま

す。 

  では、お手元に別冊で「望ましい教育環境の実現に向けて」というものをお配りし

てございますのでご覧いただきたいと思います。これは全部説明していますと時間が

大変かかってしまいますので、これからの現状の課題を踏まえて教育委員会並びに教

育専門部会ではこれからの南牧村のあるべき学校の姿ということで検討しまとめた

ものでございます。１ページから９ページまでは学校のあり方Ｑ＆Ａ集ということで、

どういうことが課題になっているかというようなことをわかりやすくまとめたもの

でありますが、最後の１７ページにまとめがございます。読ませていただきますと、

単に少子化に対応するためだけでなく少子化を肯定的に捉え、ということで今後さら

に進むであろう少子化を肯定的に捉えて、将来に夢と希望のある南牧村の子育てと教
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育を実現していくことが最大の目標でございます。地域の子どもは地域で育てる村を

創生するというテーマもございまして言われています。これから教育行政、地域に課

せられた重大なテーマだと思っています。いずれにしましても、この教育目標を作成

しましたので、こちらを実現するための学校の望ましい教育環境の実現ということで

今後さらに学校づくり委員会で検討し実現を図っていくものと考えております。以上

です。 

○津金総務課長 それでは、ただいま教育次長より説明があったわけでございますけれ

ども、これに対して皆さんからご意見、ご質問がございましたらよろしくお願いしま

す。 

○大村村長 学校づくりの関係では過去にも何度かこういう形でやっているわけで、特

に教育長職務代理者をはじめ委員の皆様にはいつもこの問題で頭を悩ませてもらっ

ていまして、過去には統合問題も出て結果的に実現できなかったというしこりも残っ

ている中で、新たに学校づくり委員会の委員さんにはご努力いただいて、答申（案）

や学校のあり方Ｑ＆Ａ集ができたという点では、皆さんがやってきたことを高く評価

したいと思います。これに基づいて今後なお一層、村民の声を聞きながら進めていっ

てほしいと思いますし、来年１月の答申に向けてぜひとも頑張っていただきたいと思

います。 

○井出教育長 今、村長から１月ごろという話も出たわけですが、次長の説明にもあっ

たとおり、この次の学校づくり委員会の中でＰＴＡの意見を聞いてくれというような

声が出てくると、調査もしなければいけないのかなとも思いますので、そうなると少

し村長への答申の時期もずれ込むかなと思っておりますが、何とか年度内には答申し

たいなという予定です。 

○大村村長 年度内ということであれば２月、３月とまだ時間はあるし、いずれにして

も慎重にやっていただきたいと思います。 

○津金総務課長 それでは最初の議題であります学校づくり委員会の進行状況につき

ましては、みなさんよろしいでしょうか。ご意見、ご質問なければ次に進ませていた

だきたいと思います。 

                                       

 

◎議事 

○津金総務課長それでは、次の議題でございますけれども、全国学力・学習状況調査の

結果についてということで事務局から説明させていただきます。 

○井出教育長 それでは、全国学力・学習状況調査は全国一斉に行われているものです

けれども、小学６年生、中学３年生に行っております。実は南牧村の教育委員会では

各学校の点数などにつきましては公表しておりません。学校数も児童数も小さいので

個人が分かるような環境なので詳細の点数の発表は控えさせていただいているとこ
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ろでございます。そんな中で、今年の結果などについて概要をご説明させていただき

たいと思います。 

テストにつきましては、Ａ問題とＢ問題とございまして、Ａ問題は主に知識に関す

る問題、Ｂ問題は主に活用に関する問題ということで、全国の傾向を見ましても南牧

村もそうですが、Ｂ問題の方がどうしても点数が低くなってくるというところでござ

います。合わせて学校運営に関する部分については点数以外に学校へのアンケートも

行っております。教職員の取り組み、あるいは学力向上に向けた取り組み等々につい

てどうなのかということで、かなりの項目の調査を行っております。 

  それから、児童・生徒へも生活習慣あるいは諸々の規範意識、算数・国語の試験へ

の関心度などを個々に調査しているところでございます。まず、全体を申し上げます

と昨年は理科がありましたが今年はありませんでしたが、小学校については全体的に

底上げができてきています。それから中学校についても昨年度と同様の成績を残して

おりまして、全般には県レベルと比べても良い成績を残しております。ただ、県全体

の課題として見えるのが、小学校ではなからの成績を修めていて中学校ではその成績

が伸ばせないという大きな課題が県下全部の傾向として言われています。 

今年の小学校、中学校それぞれの試験の結果ですけれども、小学校については両小

学校３４人中３２人が受けていて、中学校については３７人中３３人でございます。

特に中学校では無回答という答案用紙は無かったということで、学校の評価の中では

懸命に解答に取り組んでいる姿勢が伺えているということです。グラフを見ていただ

ければ分かるかと思いますが、それぞれ特徴のある数字が出てきております。各学校

につきましてはこの分析を基にこれからの取り組みを行うということで、先日、各学

校長との面談の中でそれぞれの学校の取り組みをお願いしたところでございます。ま

ず、小学校ですけれども、活用する力、これが欠けている面が多く見られるというこ

とで、この活用問題を課題として行いたいということでございます。そして、チャレ

ンジ問題集あるいはこれから冬にかけて合同ドリルに取り組んでいきたいという意

向でございます。特に北小では合同ドリルが今年２年目ということで取り組んでいく

ようでございます。中学校につきましては、家庭教育、ご家庭での教育の充実を図り

たいということで、この秋以降、これを重点的に取り組むということでございます。  

もう一つ、中学校では指導力向上を図るため、各教科の合同教科会を持つという形を

とると言っております。これは県から一人、小海中学校に加配の先生が来ていまして、

その先生がコーディネーターになりまして、小海中、南牧中、川上中合同で三校合同

教科会を持つという形をとっております。また、どうしても小規模校ですので南牧中

学校だけですと教科会をしても一人もしくは二人になってしますということで、複数

の先生が関わることで教科の指導方針の共有化、あるいはテスト内容についても偏り

がない問題が出せるように研究をしているところでございます。これも今年２年目に

入ってきております。 
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  子どもたちの状況についてですが、これは長野県内との比較をさせていただいてい

るわけですけれども、子どもたちの学習習慣、あるいは生活習慣等々につきまして平

均よりかなり良い回答が、子どもたちのアンケートからは出ているところが見えるか

と思います。ただ、課題として、先生方の取り組みだとか、あるいは地域の人材の活

用など、ここら辺が学校によってはかなり少ないところがあろうかと思っております。 

 いずれにしましても、校長と教育委員会の話をしながらこの学力調査の結果を見てで

すね、将来に向けてやっていきたいと思っております。今年の学力・学習状況調査に

ついては以上でございます。 

○大村村長 円の内側の線が標準というか平均ということですか。 

○井出教育長 県平均です。 

○大村村長 問題によってかなりバラつきがあるようだけれども… 

○井出教育長 その時の問題によっても違うと思いますし、その時の子どもたちの学力 

 によっても違いますけれども、点数だけ見ると２７年度と比べてもそれほど大きな変 

化はないかなと思います。いずれこれは先生も含めて今までの教え方がどうだったの 

か参考にしなさいという調査でございますので、これがそっくりそのままその学校の 

学力全部とは取られない、２教科だけしてやっておりませんのでそこはご理解いただ 

きたいと思います。ですから、点数を公表する教育委員会もありますけれども、南牧 

村みたいに小規模の所は点数の公表は差し控えさせていただいております。 

○大村村長 全体的に見れば県の平均より上に達しているということで、それほど問題 

 を指摘するところはないということですかね。 

○井出教育長 ただ、さきほど言いましたように、それを応用するということ、それと 

子どもたちのアンケートを見てもらうと、関心度の違いといったところも出てきてい 

ますので、先生方はこういう所を見ながら授業の進め方、あるいは取りかかりという 

ようなところを授業の中に生かしていくということになるかと思います。 

○大村村長 中学校を見ると「地域の人材・施設の活用」とあるけど、これはもう少し 

地域の高齢者のみなさんが培った経験や持っているいい部分を子どもに教えていた 

だければありがたいけれどね。 

○井出教育長 今、村長が言われたところは、学校にアンケートを取った結果です。こ 

れは「地域の人材・施設の活用」というところはいずれも低い数値になっていますけ 

れどもが、今年もこれからになりますが、コミュニティスクールの推進ということで 

これから進めていきますので、おいおいここら辺が地域のみなさんに関わっていただ 

けるともっと積極的に取り組んでいくと思います。 

○大村村長 他市町村では地域で取り組んでいるところがあると思うけど、みなさんに 

 はいろいろご検討いただきたいと思います。 

○井出教育長 南牧村にも結構いらっしゃると思うんですよね。この学力調査の関係と 

いうことなんですけども、さきほどから何度も言ったように全部の点数を公表してい 
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るわけではございませんので、いずれにしてもこれは学校現場ではそれぞれ評価シー 

 トでいろいろな分析をしているところでございますので、ぜひ、これを子どもたちに 

フィードバックするように学校にはお願いしているところです。 

○井出委員 素朴な質問ですが、集計値が出て公表していないけど、受けた子どもは個 

人個人の点数を伝えているのでしょうか。 

○井出教育長 一切していません。 

○井出委員 家庭にも全然？ 

○井出教育長 家庭には学級通信で非常に大雑把な連絡しか出していません。 

○井出委員 では、自分が何点取ったかなんてことは全然わからないんだね。 

○井出教育長 はい。学校の中のテストとは違って、違う目的で作っているので意味が 

全然違います。だから、子どもたちにはどうだったということはしていません。それ 

と、余談ですが、実はこの資料、分析されてものすごい膨大な量がきてます。また、 

問題ごとに設問の中で話すこと、聞くこと、書くこと、読むこと、そこら辺について 

も問題の中で分かれてまして、今度はこの学校はどうだったのかという分析も全部さ 

れていますので、だから活用の仕方によっては大変なことになると思います。学校は 

多分これを先生の方に活用できる状態にしてお渡ししているはずです。 

○井出委員 結局、教育現場に一番使ってもらいたいということですよね。 

○井出教育長 そうですね。あと、みなさんにお示しできないところがあるんですけど 

 実は解答率がどの辺に子どもたちがいるのかというグラフまで全部出てきますので、 

 南牧の小学校の場合は、全国平均より上のクラスのところで解答数のピークがきてい 

 るというパターンになっていて、それで全体を押し上げているかもしれません。極端 

な例を言いますと、例えば、１００人いて１００人が平均値のところで答えるととて 

も良い数字になるんですけれども、そんな学習集団というのは有り得ませんので、大 

体ばらけますよね。本当は、０点のところから１００点まで真ん中が高くなって両端 

に向かって低くなるのが標準というか一番当たり前のパターンだと思うんですけど 

も、それはその年によってまちまちで違ってきます。長野県の例を言いますと、平均 

点よりちょっと下のところがピークになっています。ですから、長野県は全体的に全 

国からみると若干下回っているというところです。もう一つ言いますと、満額解答近 

い、最高点の方へ行くと分布が極端に落ちています。ということは、満額解答近くま 

でいく子どもたちというのは全国の人数より長野県はちょっと落ちているというと 

ころです。南牧村の学校も出ているのですが、これを示しますと児童数が少ないから 

大体分かってしまうので、この資料だけはお出しすることができません。 

○渡邊教育長職務代理者 この地域の人材活用・施設活用という面で北小と南小で差が 

ありまして、これがどういう側面があるのか分かりませんが、小海町あたりは結構地 

域の人たちが小学校に入っているみたいですね。それで、これだけの差が出てくると 

いうのはどういうことかな、と思うんですけどね。 
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○井出教育長 このアンケートの項目が、例えば、「地域の人材・施設を活用していま 

 すか」、「イエス、ノー」ではないんです。そこらに合致する項目を見てもらうと２０ 

 項目くらいあるんですよ。「学校評議員制度を導入していますか」とか「グラウンド 

デザインをどう描いていますか」とか、確か２０項目、もうちょっとあったと思い 

ます。それが入ってくるので、その取り組みに対して満額回答したところは高くなる 

し、うちはここやってないねってなれば低くなるのではないかと思います。 

○渡邊教育長職務代理者 そういうことですか。 

○大村村長 だけど、これは中学校のアンケートでもそういったところが出ているわな。 

 関心があるのかないのかは別問題として。 

○井出教育長 そうですね。学校づくり委員会の中でやっている教育ヴィジョンでも地 

域のみなさんが積極的に関わってほしいと言っているところもあるので、これからは 

やっぱりそこら辺を何とか学校の方に目を向けてもらって、足を運んでもらってとい 

う方向になってくるかと思います。 

○井出委員 家庭学習、学力向上に向けた取組・指導方法の辺りは特に中学は低いです 

ね。この間、みち子委員が言われましたけど、参観日の時、最近中学でやり始めたこ 

とね。その感想についてはいいですけど、どんなことか話してもらえますか。 

○高見澤みち子委員 先週あたりだと思うんですけど、来週の２４、２５日が期末テス 

 トなんですけど、そこまでに向けて１１月のカレンダーみたいな表がきて、「テスト 

 がんばり表」とかいう、おうちの方のサイン欄みたいなものがあってですね、小学生 

 用ですか？みたいな、これだけ今日がんばったのでおうちの人も毎日サインしてくだ 

 さい、というようなものがきました。 

○井出教育長 中学生に？ 

○高見澤みち子委員 中学１年生から３年生まで。 

○井出教育長 そうですか… 

○大村村長 まぁ、だから、家庭でも地域でも子どもへの関心を持ってもらいたいだよ 

な。だけど、学校の勉強に関しては平均的に素晴らしいものがあると、それぞれに。 

ただ、統合問題もそうだけど、地域といかに学校が密接に関わるかというのは自分の 

子どもが小学校、中学校にいる内はみなさんものすごく関心があって、いろいろな事 

に興味を持って様々な提言もしてくれるんだけど、卒業した途端にもうおそらく学校 

のことなんか見向きもしないと。いい例が、通学路だけど、自分の子どもが一生懸命 

通っている間は草刈りしたり、蔓切ったりするんだけど、もう卒業した時点で、自分 

がそこ使うとしても鎌一つ持たないような状況がね、どこでも同じようなことはある 

だろうけど、自分の子どもが卒業した後も、死ぬまでとは言わないけどなるべくいつ 

までも関心を持ってもらうと、学校づくりは地域づくりじゃないけどやりやすいよね、 

そういう意味では。 

○井出教育長 私たちも学校も合わせて、もっと地域に向けて、という方向にこれから 



- 9 - 

 

していかないといけないと思います。 

○大村村長 あとは、みなさん一人一人から意見を出してもらわないと… 

○渡邊教育長職務代理者 統合については立ち会ったことがあるんですけども、本当に 

 自分の子どもが学校終わっちゃうと真剣に考えることが無くなってしまうし、学校づ 

 くり委員会でも話し合っているんですけど、保育園とか小学校低学年の人たちは真剣 

 に考えていると思うんだよね。これが中学終わるような保護者はまた全然違う。それ 

 から、子どもはもう卒業して学校とは関係なくなった人ではまた違ってくる。だから 

 子どもをどうやって教育していったらいいか、子どもを中心に考えていく必要がある 

 と思う。そうすると、地域の人たちが学校に関心を持つというのもそこから始まって 

 くると思う。だから、これからの学校づくりの方向も子どもを中心に考えてほしいと 

 いうことを強く目標に掲げていってもらいたいと思います。 

○井出委員 昔は祖父母がいて、両親がいて、自分がいて三世代同居の家族って多かっ 

たじゃないですか。今は若い人だけ別に家を建てたりして核家族になってきているか 

ら、今の小学生、中学生が年配の人と一緒に生活する状況が昔よりかなり少なくなっ 

ている。この間敬老会があったんですけど、敬老者の中にも一人一人見るといろいろ 

子どもにこんなこと教えてほしいな、というようなおじいさん、おばあさんもいます 

し、その点では学校がもっともっとコミュニティスクールを充実させて、そういう人 

材をお願いしてやるのも子どもの教育になりますし、今年も中学の南牧祭を見たんで 

すけど、あれをもっと一般公開して、自分の家に孫がいなくても子どもがいなくても 

一般の人が学校に入って見れるような、文化祭だけでなく極端なこと言えば授業参観 

もできるような状況を作っていけば、学校に関心を持つ人がもっと増えてくるのでは 

ないかなと思いますけどね。実際、今、学校づくり委員会をやっていて、学校を何と 

かしなきゃいけないというのは委員さんだけではなく、他の一般村民の方も前に一回 

失敗した時よりもかなり関心を持っている人数はたくさんいると思います。だから、 

そういうのも含めてうまくやっていけばいいかと思います。 

○大村村長 我々は団塊の世代で、同級生だけで１００人以上いて、その時は親も祖父 

母も別に学校に関心持たなくても、父兄がそれだけいる訳だからどうってことはなか 

った。今これだけ激減すると父兄も少なくなっちゃって、我々の時と同じようにあま 

り関心持たなくなっちゃうと、３０人か４０人のみなさんしか関心がなくなっちゃう 

と村が成り立たないわけで、そういう面では時代というか背景が違うから、今の時代 

になるとみんなで関心を持ってもらうことがこれからは必要になるんだろうけど、昔 

はそれなりにうるさいおじいさんやおばあさんがいて怒られたりしたけど、今はそう 

いう人もいなくなっちゃったからね。 

○高見澤みち子委員 私は中学１年と３年の子どもがいて中学校に通っているので、ど 

 うしても中学校に関心がいくんですけど、このチャート見ると、「学力向上に向けた 

取組・指導方法」というところがへこんでいるじゃないですか。ここ何年か中学校に 
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対して思っていることがそのまま出ているんですけど、先生方がどこを向いているの 

か感じられないんです。家庭学習にしろ、冬休みとか春休みとか宿題の量がものすご 

く多いんですよね。これ本当にやりようがあるのかなっていう、やり終わらないこと 

はないんでしょうけど、本当に毎日朝から晩までずっとやって、やっと終わるような 

量で、果たしてそれが身につくのかなっていう、５教科なら５教科全部宿題出るんで 

すけど、先生たち同士で相談して適正量というかそういうのも考えてくれているのか 

なと思うんですけど。中２の冬休みの時ですかね、その時が一番すごく多かった気が 

します。それで休み明けの期末テスト、すごく平均点が下がったんですよね。私は宿 

題が多すぎていやになっちゃったんじゃないかって、子どもにも言っちゃったんです 

けど、なんとなく私が感じるのは全て家庭に丸投げで、平均点がその年によって違う 

と思うんですけど、今の中３は割と平均点が低いと思うんですよね。多分、昨年もち 

ょっと低かったと思うんですけど、その上も低かったんだよね。私、高３にも娘がい 

るんですけど、その時はできる子が多かったので平均点が高かったと思うんですけど 

その時は先生もすごくいい先生がいたなっていう印象があります。もうちょっと学校 

として学力アップに向けて先生たちは本当にやってくれているのかなっていう。ただ 

宿題を出せばいいじゃなくて、授業でも何を言っているかわからないという話もよく 

聞くので、先生たちも授業の仕方とかちょっと考えてほしいなと思います。 

○大村村長 非常にいい話だね。確かに年代によって成績が良かったり悪かったりする 

 んだけども、波があるっていうのはおかしいと言えばおかしいんだよ。同じ人間が同 

 じ職場で同じものを教えるんだけど、まぁそこに何かあるんだろうな、教え方という 

 か熱意というか。貴重な意見だね。 

○高見澤ふみ子委員 私は教育を語るのは大切だと思うんですけど、村長がいろいろな 

 出会いの機会を作っていただいて、そこからちょっと考えていかないとまずいかなと 

 いうことがあったんですけど、うちの孫が３人いるんですけど、同級生があまりいな 

 いんですよね。だから、遊べと言っても遊ぶ友達がいないんですよね。だから、保育 

 園行くと友達がいるけど近所じゃ遊べないから結局籠っちゃうようになっちゃって、 

 だから村長がいろいろな出会いを作っていただいてすごくいいなぁと私は見ていた 

 んですけど…。昔は世話してくれる人とかいたんですけど、今はそういう人がいなく 

 て、自分で見つけてきた人はいいんですけど、出会いのない人は自分で見つけられな 

 いと結局だんだん年を重ねていくことが多いように思うので、そういう出会いを周り 

 の人が作ってくれる機会があればいいなってすごく思います。昔、おじいちゃんたち 

 も結婚相談員やってたんですけど、なかなかうまくいかなくて、レタスクラブとかや 

 ってたんですけど、やっぱりそういう出会いを最初に作っていただいてから子どもを 

 いっぱい産んでもらって、やっぱり大勢いないと一人や二人だと…って孫たちを見て 

 そう思いました。以上です。 

○大村村長 深刻なんですよ。だから、子ども同士もそうだけど友達も少ないし、子ど 



- 11 - 

 

 もが少ないってことは学校の人数も少ないし友達も少なくなっちゃって、大きくなっ 

 た時にそういう環境からどんと社会に出ると大変なことになるし、そうかと言って強 

制的にやるわけにはいかないし… 

○高見澤ふみ子委員 そういうことは言っても「うん」って言わないから、今の子ども 

は。 

○大村村長 だけど、俺たちが子どもの頃より今の子どもの方がしっかりしてるし、う 

 ちらが子どもの頃はみんなあんな優秀のような顔してなかったよ。野山を駆け巡って 

 いたけど、今はそういうのないもんね。学力に関しては数段上がっていると思う。 

あとは、教育長何かありますか。 

○井出教育長 ありません。 

 

                                       

 

   ◎閉会の宣言 

○大村村長 それでは、教育委員のみなさんはそれぞれいろいろな形で常にこういう話 

をしていると思うんですけど、私たちもしっかり把握しましてみなさんの意見を参考 

にしながらやっていきたいと思います。今日はどうもありがとうございました。 

 

閉会 午後３時５５分 

 

 

  


